
石
川
・
田
中
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
羽
咋
郡
富
来
町
字
田
中

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
七
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
富
来
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
平
田
天
秋

（石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
グ
ー
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
を
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

田
中
遺
跡
の
所
在
す
る
羽
咋
郡
富
来
町
は
、
能
登
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
で
西

海
岸

（日
本
海
）
に
面
し
て
お
り
、
古
代
に
お
い
て
は
能
登
国

（越
前
、
越
中
国
と

分
離
、
併
合
）
羽
昨
郡
荒
木
郷
に

含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

田
中
遺
跡
は
、
北
方
の
切
留

集
落
の
標
高
三
〇
〇
ｍ
級
の
山

塊
を
源
と
す
る
富
来
川
の
下
流
、

標
高
約

一
〇
ｍ
を
測
る
左
岸
段

丘
上
の
富
来
町
字
田
中
地
区
に

所
在
し
て
い
る
。
こ
の
田
中
地

区
は
平
地
部
と
山
間
部
と
の
接
点

（出
已

の
部
分
に
あ
た
り
、
富
来
川
が
こ

こ
で
大
き
く
蛇
行
し
て
い
る
。
本
遺
跡
は
、
田
中
集
落
の
東
南
約
七
Ｏ
Ｏ
ｍ
の

地
点
、
県
道
荒
屋

。
富
来
線
沿
い
に
所
在
し
、
立
地
は
北
東
方
の
山
塊
か
ら
の

北
西
緩
斜
面
に
あ
た
り
富
来
川
を
望
ん
で
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
「
田
中
第
二
小
規
模
排
水
対
策
特
別
事
業
」
（団
体
営
圃
場

整
備
事
業
と
ほ
ぼ
同
じ
）
に
伴
う
事
前
緊
急
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
性
格
上
、
限
ら
れ
た
面
積
の
発
掘
で
は
あ

っ
た
が
、
貴
重
な
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
遺
跡
の
主
要
部
分
に
つ
い
て
は
盛
土
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
主
要
な
範
囲
は
東
西

一
五
〇
ｍ
、
南
北

一
〇
〇
ｍ
と

推
定
し
て
い
る
が
、
南
北
に
つ
い
て
は
県
道
の
南
側
で
範
囲
確
認
の
調
査
を
実

施
し
て
い
な
い
の
で
確
定
で
き
な
い
。
調
査
は
、
地
下
の
掘
削
を
伴
う
二
本
の

排
水
路

（幅
二
ｍ
×
延
長
一
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
ト
レ
ツ
チ
ニ
本
）
に
限
定
し
た
た
め
遺
跡
の

全
容
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
西
側
を
画
す
る
と
思
わ

れ
る
大
溝
と
性
格
不
明
の
上
坑
、
ピ
ッ
ト
が
若
干
確
認
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

大
溝
の
年
代
は
、
お
お
む
ね
八
世
紀
代
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

出
土
遺
物
の
大
半
は
、
大
溝
と
そ
の
周
辺
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
須
恵
器
、

土
師
器
が
大
半
を
占
め
る
が
、
木
製
品
も
多
い
。
下
駄
、
木
槌
、
斎
串
、
曲
物

底
板
、
建
築
部
材
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
和
同
開
弥

一
点
、
馬
の
歯
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
須
恵
器
に
は
漆
、
墨
の
付
着
し
た
も
の
も
若
干
見
受
け
ら

れ
る
。
墨
書
土
器
は
七
点
を
数
え
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
判
読
不
能
で
あ
る
。
須
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1990年出上の木簡

恵
器
底
部
に

「
八
」
（漆
書
）

「西
」

「大
」
な
ど
が
読
み
と
れ
る
。　
杯
お
よ
び

杯
蓋
に
磨
滅
、
墨
痕
の
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
転
用
硯
も
二
ｉ
三
点
出
上
し
て
い

玄ω
。今

回
の
調
査
で
は
、
調
査
地
点
、
調
査
面
積
も
限
ら
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
全

体
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。
今
後
の
調
査
を
倹

っ
て
検
討
し

た
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

三
片
に
折
れ
て
い
る
。
法
量
は
６
ビ
）
×
（Ｓ
）
×
切
で
あ
る
。
表
裏
に
墨
書
が

一

認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
二
行
以
上
の
墨
書
が
あ

っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
何
ら
か
の
意
図
で
二
次
的
に
削
ら
れ
切
断
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
材
質
は
杉
で
あ
る
。
木
簡
は
、
遺
跡
の
西
を
限
る
と
推
定
さ
れ
る
大
溝

の
溝
底
近
く
よ
り
出
土
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
奈
良
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

富
来
町
教
育
委
員
会

『
田
中
遺
跡
』
盆
九
八
八
年
）

（平
田
天
秋
）
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い
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